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・仁徳地域商会活動への参加は、自分が常日頃より心掛けている、 Lい身ともに健康」

と「地域への貢献」を掲げられていることに共感、私自身の目指す「無我」にも通ずる

と思い,参加させていただきました。(動けるのも後 10年以下)

1.自 己紹介    (1949年 生のもうすぐ72歳 )

現在は企業 (金融機関)定年後実家傍に住宅建築、従来の兵庫県宝塚の家と毎月車で

400キロを夫婦で往復の生活を10年余継続中。

山口では親の健康維持を考慮、当初より放置されていた山の開墾に親子で取組、現在

では山内樹木の伐採等整備を完了、道路や小屋・展望台の設置と地域内にある滝を

中心にモミジ70本を植付・椎茸の栽培と共に約30種の果樹の植え付けを実施、

最近は自然の中で鳥の声を聴き、イノシシやカラスと知恵比べしながらの生活。

宝塚では主に文化に触れる生活が中心 (旅行・美術館・コンサート・神社仏閣等多岐)

2.山への取組

①当初の目的

親子の体力で取り組める好きな事をして、親が健康に過ごせたら?

②取組過程 (地域一帯の山は最近数十年本格的な人の立ち入りのない状況)

。当初は所有地の山の入り口とその周辺の雑木の伐採及び草刈りにより、

筍・椎茸・柿の収穫を目的で開始。

・作業の進行過程で、谷川添いに滝があった記憶から谷川沿いの開墾を拡大。

・滝を見た後は、滝の上部を含む川沿いを尾根に向かい開墾、道もなくシダも

深く、傾斜もあるため山の中を泳ぐように、人の力をたよりに作業を実施。

・作業により山の全容が判明した時点で、平坦部分も考慮して今後を構想。

(山道の開設・既存の檜林の間伐及び枝打ち・小屋等の拠点・各種植樹等)

。最初に滝沿いに資金面からモミジ 10本植付、その後順次追加現在 70本、

構想優先順位に沿つて果樹の植え付けの継続実施、小屋・焼却場・テント

を設置、その間将来を考慮し麓からの道に架かる橋の拡幅 2か所実施。

・現在まで毎年施肥や草刈り剪定花の種まき植付を実施、近隣の山よリナラ木

を伐採し椎茸植菌、伐採先には椎茸や原木配布中、成果物も適宜配布中。

・昨年よりはイノシシ・カラス・ウサギ対策として外周略400mを金属

メッシュに更新、ネット支柱もパイプ仕様に変更、自身の終活を視野での行動.

★楽しみ喜びと共に農林業が如何に大変であるかを実感、ただし行動なしに

この体験はできない、「PDCA」 を回すことが大切、なかでも行動が最重要と

私自身は考えています。自然の中での生活は最高で今後も健康に留意して

継続的に改善取組を実施したいと思っています。



3.地域活動について

①Uタ ーンした故郷は地域も人も想像とは大きく異なっていました。

・休耕日の拡大による地域の一部荒廃、農業従事者の高齢化と減少による農業の

業者委託、新旧居住者の人の分断による共同意識の崩壊。

(例)ア )車の脱輸

ウ)地域振興

イ)文化財保護取組

工)地域自治活動 (会長体験)よ り

自身の結論

農業時代は地域の大部分の人が農業を中心に協働と情報の共有がなされていたが、

現在は利己と生活様式の変化により地域協調を要さない地域 となつてしまつた、

但 し少人数地域より他人には干渉を続ける、これの修正は現在ではやや困難。

4.企 業人時代 に関連 して

①金融機関には組織・顧客等多種多様な組織があるが活動の大部分はテレビドラマ

とは異なる。 (半沢直樹 )

②民間企業は目的のもと業務を遂行、基本的に組織と個人の評価が一致することより

一体感を持つての業務活動となる。個人成績のみ良好のケースは原則なし。

③自身振り返つて、あらゆる業種 。年ETA・ ポジションの方々との交流が一番の財産、

視野の拡大が自分なりにでき、勉強させられること多々ありました。

(各層企業オーナー・芸能人・スポーツ選手・作家 等)

5.最後に

。人生観一一―バランスが基本  (すべてに原因を受け入れる)

。信 条――一まず行動 (成功も失敗は次のプラス)。 言葉、書に優先
。社会人一一―結果を計算しない (100点 を満点と思い 120点ができない)

・地 域―――視野を世界に向け、常に構想力をもって将来への取組を図る事

《まつたけ再生プロジェクトは、自然の中で共に一つの目的のために取り組める協同活動

としてベストな案件、短期 。中期目標も持って頑張りたいと思います》

いろいろと勝手な発言容赦願います、今後とも宜しくお願い致します。

以



だヽ
｀ y鞣鬱―卜緻愧鉤檸

椰畢釉3◎義T覺鑢纂醸転亀慮磯 、「雪麟 卜機鍮寵繹睦一覧ζ識して、鐘鬱蓄鬱電ひけ 。

R鰤晰謳烙鰺鍼伝珈鰈頸凸諫鶉饒繊蠅輻懺参

霙曇●.機

輔◎
一寵 癬  《曜爾寵響畿不鷺》

週 :壌鑢饉爾機轟醸亀《攀慾ヽ人薔季幾辟瞳えて懲し難ヽ》

議 1難鸞《量撥鱗れ鰺の臨醗濃》

畿
| 饉 摯鼻斃暴鰺簸鰹鍮雛《ゲ鬱≫鐵』」額鰺 T畿》

中

1轟醸畿鬱中A饉議鞍ヽ醸簿鍮鑢櫃簿艤と鏃電爾贈とな機魏等醸鶴薫4

ム
麓 難 撃 轟 畿 辣

響繭駆鎖F鬱露作臨

題 聰 橿轟 置                                                          鸞                                                         量

雫又鸞難量醸
畢繭 1年3轟 鶴籟

３

．

襲
瘍

苺
       黎

勒

鼈

璽麓鋳轟褥八Ⅲ鐵寵麟釉翻y畿《畢巫き⑬等鑽》

/ .「

一　
　
　
　
一　
　
　

　̈
一
・　
　
一
一
一
・‐

・　
　
　
　
　
　
・一
一　
一
・　
・
”
一

一　
　
　
　
一
一一　
一　
　
　
一
・″　
，
一

・・・

一
　

　

　

　

　

¨

　

一

一■
キ

一
一中
一一
一


